
· ·RS485  によるNVR&XVRへのアクセスをサポート

特徴

· XVR/NVRデバイスとアラーム  ボックス間の通信が確立されている場合、リンクされたアラームはアラーム入出力イン
ターフェイスで設定できます。

·異なるアラーム  ボックスへのアクセスを決定するための  2  ビット  DIP  スイッチ  (0/1)  をサポートします。バックエンド  

ストレージ  デバイスにアクセスできる最大  4  つのアラーム  ボ ックスをサポート

·ユニバーサル  12V  電源をサポート。別のアダプターを使用するか、DVR  アダプターを使用して  1  ～  2  電源ケーブル

を使用してアラーム  ボックスに電力を供給することをサポートします。

·フロントパネルには電源インジケータ  (PWR)  があり、デバイスの電源が入っているときに点灯し続けます。フロントパネル

には信号通信インジケーター  (ACT)  があり、アラームボックスとXVR/NVR機器の間で通信が確立されると  1  秒ごとに

点灯します。
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アラームボックス
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·16chアラームイン/6chアラームアウトインターフェースをサポート
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アラーム出力

動作温度

電源

動作湿度

アラーム入力

消費電力

ディップスイッチ

コミュニケーション

正味重量

寸法

認証

インストール

≤0.2kg(0.44ポンド)

‑10°C  ～  +55°C  (+14°F  ～  +131°F)

デスクトップのインストール

6ch

12V/1A  (または  DVR  電源を使用するには  1  ～  2  電源ケーブルを使用)

RS485ポート×1

FCC:  近日公開予定

10%～90%RH

CE:近日公開予定

2ビット

97.68mm×90.3mm×33mm（3.85インチ×3.56インチ×1.3インチ）

UL:近日公開予定

0.2W

16ch

後⾯パネル

電気

環境

工事

フロントパネル

警報

一般的な

技術仕様

認証

寸法(mm)
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